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北村弥一郎の景徳鎮窯業調査に見る施釉
郭 　　楠
Ceramic Glazing of Jingdezheng Porcelain in Kitamura Yaichiro’s Report
GUO Nan
Abstract
	 Modern	era	Japan,	which	opened	to	the	world	during	the	Meiji	Restoration,	
had	a	 strong	 interest	 in	 the	Chinese	porcelain	of	 the	Qing	dynasty.	They	were	
interested	in	adopting	Qing’s	ceramic	expertise	as	a	means	of	reviving	their	own	
porcelain	 export	 industry	 in	 order	 to	 compete	 with	 the	 rival	 Chinese.	 Many	
Japanese	were	sent	to	China	to	 investigate	the	Chinese	porcelain	 industry.	Many	
of	their	records	are	still	extant.
	 In	 1907,	 Kitamura	 Yaichiro,	 who	 was	 an	 engineer	 in	 the	 Ministry	 of	
Agriculture	and	Commerce,	was	sent	to	Qing	China.	He	wrote	a	detailed	report	
of	 his	 findings	 at	 Jingdezhen	 known	 as	“Report	 on	 the	 Findings	 of	 the	
Investigation	of	Qing	Porcelain.”
	 In	China,	 the	two	most	representative	records	regarding	Chinese	porcelain	
manufacture	 at	 Jingdezhen	 are	 Taoye Tushuo	 by	 Taoying	 written	 at	 the	
beginning	of	 the	eighteenth	century,	and	Lan	Pu’s	Jingdezhen Taolu,	written	at	
the	beginning	of	 the	nineteenth	century.	
	 In	this	paper	I	will	compare	these	Chinese	records	with	Kitamura’s	report	
in	order	to	clarify	the	process	of	porcelain	production	at	Jingdezhen.
	 In	particular,	 I	will	elucidate	 the	 important	process	of	glazing	as	recorded	
in	Kitamura’s	report.
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はじめに
　唐の陸亀蒙の七言絶句詩「秘色越器」には、磁器の美しさが表現されている。
九秋風露越寒開、奪得千峯翠色來。好向中宵盛沆瀣、共嵇中散笯遺杯1）。
と言われるように、ここの「翠色」は磁器の美しい光沢を指す。焼き物の美は色と形の総合さ
れたものであるとされ、釉薬をかける施釉は磁器の化粧とも言えるであろう。
　中国の陶磁器生産の歴史は古く、陶磁器の製造の過程で釉薬をかける技術の起こりは6000年
以上にさかのぼると言われている。釉薬をかける目的は素地の表面を覆って光沢を与え、美感
を増す装飾的意義と、汚れを防ぎ、吸水性を無くして水や化学薬品に対する抵抗性と強度を増
すなど実用的利点も多い。中国の磁器生産の中心地として著名な江西省の景徳鎮は、明清時代
において多くの青花磁器と呼称された磁器を生産し、世界的に有名であった。しかしその製造
工程がどのようなものであったかに関してはあまり知られていない。
　ところが明治維新により開国した日本は、輸出産業の振興をはかる手段として競争相手であ
る中国の窯業すなわち当時の清末における中国窯業に強い関心を持っていた。そのため多くの
調査員が派遣され、彼等による調査記録が残されている。その一端はすでに拙稿2）で指摘した。
たとえば京都市陶磁器試験所長であった藤江永孝が明治31年（光緒24、1898）10月に中国の景
徳鎮を初めとする窯業を見た調査記録を残している。これらの調査記録から、景徳鎮でどのよ
うに磁器が製造されていたかが日本人の記録によって残されている。また明治40年（1907）に
清国に派遣された農商務省技師の北村弥一郎の『清国窯業調査視察報告書』（1908年）には景徳
鎮の窯業についての詳しい報告がある。北村弥一郎も明治40年（1907） 1 － 5 月にわたり清国に
派遣され、その調査記録が『清国窯業調査報告書3）』として出版されている。同報告書では、景
徳鎮を初め福建省の徳化窯、廣東省の石湾窯の調査もされたが、本報告書の 1 / 3 余を占めるの
が景徳鎮窯4）である。
　そこで本稿は、これらの調査記録をもとに清国の景徳鎮の磁器の製造工程の施釉についてそ
の実態を明らかにするものである。
 1）	 陸亀蒙『甫里集』唐甫里先生文集卷之十二の「秘色越器」による。
 2）	 郭楠「明治日本の中国窯業調査記に見る景徳鎮の地理状況と製品輸送」『或問』第26号、2014年11月、85
－96頁。
 3）	 農商務省商工局『清国窯業調査報告書』農商務省商工局、1908年（明治41） 3 月発行、全144頁。
 4）	 同書、 1 －53頁。
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一、中国の記録に見る景徳鎮磁器の釉薬
　雍正六年（1728）から乾隆十七（1752）までの間に幾度か「景徳鎮督陶官」という職を務め
た唐英5）が著した「陶冶圖説6）」の中に景徳鎮の磁器製造工程について詳しく記録している。「陶
冶圖説」によれば、
磁器製造工程は一採石製泥、二淘練泥土、三練灰配釉、四製造匣鉢、五園器修模、
六園器拉坯、七琢器造坯、八採取青料、九揀選青料、十印坯乳料、十一園器青花、
十二製画琢器、十三蘸釉吹釉、十四旋坯穵足、十五成坯入窯、十六焼坯開窯、十
七園琢洋彩、十八明爐暗爐、十九束草装桶、二十祀神酬願7）
とあるように、以上合計20の工程に分けられている。「陶冶圖説」は各工程をさらに詳細に述べ
ている。
　その中施釉に対応する工程は第十三工程の蘸釉吹釉である。内容は「圓琢名器凡青花舆觀哥
汝等均須上釉入窑、上釉之法、古制將琢器之方長棱角者、用毛筆拓釉、弊每失於不匀、至大小
圓器及渾圓之琢器俱在缸内蘸釉、其弊又失於體重多破壊、全器倍爲難得、今圓器之小者、仍於
缸内蘸釉、其琢器舆圓器大件、俱用吹釉法、以徑寸竹筒、截長七寸、頭蒙細纱、蘸釉以吹、俱
視坯之大小、舆釉之等類别、其吹之遍數有自三四遍至十七八遍者、此蘸釉所由分也8）。」とある。
これについての解釈は『陶冶図説20則證解（ 6 ）』9）に見られる。
丸物や、琢器の染付と、古の官窯、哥窯、定窯、汝窯等の模造品とは、皆釉薬を掛けて窯
に入れる。釉薬を掛ける舊式の方法は、琢器の四角や、長きもの、カドあるものを持ち、
羊毛筆に釉薬を浸み込ませて、器物に掛けるのである、此の方法は、釉薬が一様に掛けら
ない缺點がある。大小の丸物や、全く丸き琢器は、皆釉薬を盛つた甕の内に、之を沈入し
て浸み込ます、然るに器物の重きものは、取扱ひに不便である、且つ器物の多くは破損す
るから、無疪のものは出来難い。今は丸物の小形のものは、矢張り甕の内で釉薬を掛ける
も、琢器と大形の丸物とは、吹付法を用ひる。直徑 1 寸の竹筒を截る、長さは 7 寸である、
口に細かい紗綾を張る、之れに釉薬を浸み込まして吹き付ける其の吹き付ける度數は、素
 5）	 張發穎「附録　陶人唐英」、張發穎編『唐英督陶文檔』學苑出版社、2011年10月、195頁。
 6）	 張發穎編『唐英督陶文檔』學苑出版社、2011年10月、 6 －11頁。
 7）	 同書、 6 －11頁。
 8）	 同書、 9 頁
 9）	 太田能壽『陶冶図説20則證解（ 6 ）』大日本窯業協会雑誌、1936年、822－825頁。
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地の大小と、釉薬の種類とによって、多少の差別がある、多きは17,8度である、少きも3,4
度である10）。
と解釈されている。つまり釉薬を施す方法として、浸潤法と吹付法との二法があり、器物の形
や大きさにより、施釉の方法を選んでいた。
　これに対して嘉慶年間の藍浦の『景徳鎮陶録11）』巻一の「陶成図」には、磁器の製作工程につ
いて、一取土、二練泥、三鍍匣、四洗料、五印坯、六坯鏇、七書坯、八蕩泑、九満窯、十開窯、
十一彩器、十二焼爐の12工程に分けている。
　第八工程の蕩泑は施釉を指し、内容は「凡青花舆觀汝等器、均須上泑舊法、長方棱角者用毛
筆泑、弊每失於不匀、渾圓之器俱在缸内蘸泑、弊又失於體重多破、故全器難得、今圓器之小者
仍於缸内蘸泑、其圓琢大件俱用吹釉法、以竹筒蒙細紗吹之、俱視器之大小舆泑之厚薄别其吹之
遍數12）。」とあり、藤江永孝は『和漢対照景徳鎮陶録13）』で施釉について次のように解釈してい
る。
凡ソ青花ハ観汝等ノ器ト均シク、泑ヲ搨ル弊毎ニ、不勻ニ失ス。渾圓ノ器ハ倶ニ缸内ニ在
リテ、泑ニ蘸ス。弊又タ體重クシテ、破レ多キニ失ス。故ニ全器ハ得難シ、今圓器ノ小ナ
10）	 同書、	824－825頁。
11）	 藍浦『景徳鎮陶録』文海出版社1969年 8 月33－88頁。
12）	 同書、72頁。
13）	 藤江永孝訳『和漢対照景徳鎮陶録』細川開益堂、1907年 4 月。
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ルモノ仍ホ缸内ニ於テ泑ニ蘸ス。其ノ圓琢ノ大件ハ倶ニ吹釉法ヲ用ユ。竹筒ヲ以テ細紗ヲ
䝉ハセ之ヲ。吹ク倶ニ器ノ大小ト泑ノ厚薄トニ視ヘテ別ツ。其ノ之ヲ吹クノ遍數二三四遍
ヨリ十七八遍ニ至ルモノアリ。幅（図 1 － 2 ）中備サ二其ノ製ヲ著ハス14）。
とあり、官窯や汝窯の陶磁器は施釉されていた、丸い器物は釉薬の容器内に入れた、しかしこ
の方法では壊れ易いため、大きい器物は竹筒を使って、釉薬を器物に吹きつけた。長方型の器
物は毛筆で釉薬をつけたと言う。
二、「清国窯業調査報告書」に見る施釉
　先に拙稿15）で述べたように、明治期の日本人の記録に景徳鎮に関するものが多く残されてい
る。明治末期の日本人による中国窯業を調査した記録には管見の限り次のものがある。
　以上 7 件の調査報告が知られ、その報告書名を表 1 の番号で示して簡単に紹介したい。
　 1は、京都市陶磁器試験所長であった藤江永孝が明治31年（光緒24、1898）10月に調査の依
頼を受けて11月23日から30日までの 7 日間にわたって、景徳鎮窯業を調査した。その内容は、
景徳鎮の地理的状況、營業組織と規模、職人の賃金や労働条件、原料や燃料、製陶方法、色つ
14）	 同書、34－35頁。
15）	 郭楠「明治日本の中国窯業調査記に見る景徳鎮の地理状況と製品輸送」『或問』第26号、85－96頁。
16）	 同上、87－88頁。
17）	『農商務省商工局臨時報告』第 3 巻、ゆまに書房、2002年 2 月、107－133頁。
18）	 同上、134－143頁。
19）	 同上、481－506頁。
20）	『農商務省商工彙報』第 3 巻、ゆまに書房、2003年 1 月、183－194頁。
21）	 同上、211－225頁。
22）	 同上、241－258頁。
23）	『明治後期産業発達史資料』第246巻、龍溪書舎、1995年 2 月、 1 －140頁。
番号 中国窯業調名 調査機関・発行所等 出版年
1 清国景徳鎮磁器視察報告17） 農商務省商工局臨時報告書 明治33年（1900）
2 清国陶磁器産地視察報告書18） 農商務省商工局臨時報告書 明治33年（1900）
3 清国窯業視察復命書19） 農商務省商工局臨時報告書 明治34年（1901）
4 清国ニ於ケル陶磁器業20） 農商務省商工彙報 明治39年（1906）
5 清国景徳鎮ニ於ケル製陶業21） 農商務省商工彙報 明治40年（1907）
6 清国ニ於ケル陶磁器業22） 農商務省商工彙報 明治41年（1908）
7 清国窯業調査報告書23） 農商務省商工局 明治41年（1908）
1900－1908年中国窯業調査一覧16）
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け、輸送方法、官窯、製品の状況、調査者の私見と輸出地などについて報告したものである。
　 2は、藤江永孝が明治31年（光緒24、1898）10月に調査の依頼を受けて10月15日から12月21
日までの68日間にわたって、清国磁器産地を調査したものである。その内容は、景徳鎮製磁業
の概況、宜興焼の概況、石湾製陶業の概況、広州府の焼附業の紹介、当時の磁器の販路拡張の
方針などについて報告したものである。
　 3は、瀬戸陶器学校長であった黒田政憲が明治34年（光緒27、1901） 2 月に調査の依頼を受
けて 2 月 6 日から 4 月22日まで、上海、景徳鎮、九江と漢口の磁器業を調査したものである。
その内容は、同時上海磁器商店で販売された中日磁器の紹介、景徳鎮の磁器製造戸数及び職工
数などの調査、景徳鎮の窯の構造、立て方、造価窯数の調査、原料燃料や釉薬、職工の技術、
工場組織と制作方法、磁器販売方法、運び方や荷造り、九江と漢口の磁器商店、漢口の石膏、
日本磁器と清国磁器の比較及び清国磁器の前途、風俗人情と陶磁器の需要の関係、日本磁器の
海外市場に対する私見について報告したものである。
　 4は、農商務省商工局が編纂した農商務省商工彙報（明治39年（光緒32、1906））に記載され
た清国陶磁器業に関するものである。その内容は、製陶地景徳鎮の概況、長江流域の陶磁器の
貿易や運賃、税金、会館との関係、日常使用の磁器、将来日本陶磁器の改良などについて記載
したものである。
　 5 は、在清国海外実業練習生であった石黒秀久が農商務省商工彙報（明治40年（光緒33、
1907））で清国景徳鎮の製陶業について報告したものである。その内容は、景徳鎮の地理位置、
原料や製造方法、製造技術、産出期、窯、中日の磁器の比較、日本磁器の進路などについて報
告したものである。
　 6は、在上海海外実業練習生の石黒秀久が農商務省商工彙報（明治41年（光緒34、1908））で
清国向けの日本品及び用途価格について報告したものである。その内容は、同時の中国人の使
った美濃焼、愛知県の瀬戸焼、会津焼、淡路焼、万古焼、九谷焼、出雲焼、博多人形などの製
品の形と種類、値段などについて詳細に報告した内容である。
　 7は、明治40年（光緒33、1907）に、農商務省技師であった北村弥一郎が同年 1 月から 5 月
まで清国窯業について視察した報告である。その内容は清国人と陶磁器の関係、清国陶磁器産
地と輸出額、景徳鎮の陶業概況、徳化陶業や石湾陶業、清国でのヨーロッパ産磁器と本国磁器、
主な通過都市、陶磁器に対する個人意見、ガラス業や煉瓦業にたいする見解、清国琺瑯鉄器の
概況などについて報告したものである。
　以上 7 種類があるが、これらの調査報告書の中で、施釉に関する最も詳細な報告書が北村弥
一郎の明治41年（1908）3 月に出版された『清国窯業調査報告書24）』である。そこで、北村の報
告書と先に述べた清代における景徳鎮磁器製造過程のなかの施釉について検討してみたい。
24）	 農商務省商工局『清国窯業視察報告書』農商務省商工局、1908年 3 月
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　北村弥一郎の『清国窯業調査報告書』の中で、施釉についての記録は以下のように書いてる。
施釉法ハ之レヲ大別シテ賛釉、盪釉、交釉、刷釉、及吹釉ノ五種トナス。賛釉トハ浸掛即
チ釉薬中ニ器物ニ浸漬シテ施釉スル方法ニシテ最多ク使用セラル、モノトス。
而シテ極メテ小ニシテ且歩厚キ器物ニ在テハ、其全面ヲ一度ニ此法ニヨリ施釉セラルト、
雖モ一般ニ賛釉ハ器物外面ノ施釉ニ應用セラル、モノトシ猪口類ノ如キ小サキモノト雖モ
薄手ノモノニ在テハ、尚内外同時ニ賛釉スルコトナシ。而シテ浸漬ノ方法ハ、我邦ニ於ケ
ルト全ク同様ナリトス。又大ナル壼類ノ葢抔ノ如キ、大器ニシテ、摘ヲ有スルモノニ施釉
スル場合ニハ、先ヅ摘ノ頂端ヲ清水中ニ浸シテ、其吸水力ヲ減ゼシメ然ル後、之レヲ釉漿
中ニ浸漬シ以テ、摘上ニ過重ノ釉薬ヲ付着セシメザルノ注意ヲ拂ヘリ25）。
　つまり施釉法はこれを大別すると賛釉、盪釉、交釉、刷釉、吹釉の五種に分けられる。賛釉
は浸掛すなわち釉薬の中に器物を浸漬して、施釉する方法である。最も多く使用されている。
極めて小さく厚みのある器物については全面に此法によって施釉される。賛釉は器物の外面に
施釉する方法である。猪口類のような小さく、薄い器物は賛釉しないで、浸漬の方法を用いて
いる。日本で行う方法と全く同様である。大型の壼類の葢抔のような大器で、摘があるものを
施釉する場合は、先に摘の頂端を清水中に浸して、その吸水力を減らしたあとに、釉漿中に浸
漬することで、余分な釉薬が付着しないように注意をはらっている。
　北村弥一郎は第二種の施釉方法の盪釉については次のように記している。
盪釉トハ器物内面ノ施釉法トシ器物ノ大小ヲ問ハズ、一般ニ此法ヲ使用ス其方法ハ柄杓ヲ
用ヒテ、釉漿ヲ器内ニ汲込ミ、器物ヲ振盪シ之レヲシテ内部全面ニ掛ラシムルモノトシ。
又過剩ノ釉漿ヲ器外ニ瀉出スルニ當リ器物ヲ回ハシツ、其口端ニ無釉部ヲ残スコトナカラ
シムル等ハ、本邦ニ於ケル操作ト異ナルコトナシ26）。
　盪釉とは器物の内面に施釉することである。器物の大小に関わらず、一般的にこの方法を使
用する。まず柄杓を使って釉漿を器内に吸い込ませ、器物を振って、その釉薬を内部全面にか
ける。余分な釉漿を器外に排出するために回転させ、器物の口端に釉薬が残らないようにする
などは、日本の方法とほぼ同じである。
　第三種の施釉方法の交釉に関する記録は、
交釉トハ一種ノ浴掛トシ、賛釉ヲ行フ能ハザル大器ニ向テ施用セラル。通常二三尺内外ノ
25）	 同上、31－32頁。
26）	 同上、32頁。
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花瓶壼類ノ如キ、ハ主トシテ此方法ニ依ルモノトス。即チ盥或ハ鉢上ニ板ヲ裁セ施釉セン
トスル。器物ヲ板上ニ置キ施釉工ハ両手ニ碗ヲ持チ、之レニ釉薬ヲ汲ミ雙方ヨリ器面ニ浴
注スルモノトシ。或ハ器物ノ大小ニ應ジ両人ニテ操作スルモノアリ27）。
とあり、交釉とは、一種の浴掛であり、賛釉を行うことが難しい大器に用いる方法である。施
薬する通常二、三尺内外の花瓶壼類のような物は主にこの方法を使う。盥や鉢上に板を載せ、
施釉する器物を板上に置き、施釉工は両手にこれを持ち釉薬を汲み雙方から器面に釉薬をかけ
る。または器物の大小により、二人で操作する場合もある。
　第四種の施釉方法の刷釉については北村は次のように記録している。
刷釉トハ刷毛或ハ筆ヲ用ヒテ、釉漿ヲ器面ニ塗布スルモノトシ、釉層ノ均一ヲ要セザル。
着色釉ノ施釉或ハ釉薬ノ塗別等ニ向テ使用セラル28）。
　刷釉とは、刷毛または筆を使って、釉漿を器面に塗布する方法である。釉薬が均一にかかる
必要がない着色釉の施釉または釉薬を塗るのに使用される。
　第五種の施釉方法の吹釉については、
吹釉トハ吹掛法トシ主トシテ、極メテ大ナル器物ニ向テ施行セラル。例ヘバ高サ五尺ノ花
瓶ノ如キニ在テハ、交釉ニテハ到底充分ニ其釉層ヲ均一ナラシムルコト。能ハザルガ故ニ
一般ニ此方法ヲ利用セリ其方法ハ、釉漿ヲ盛レル碗ヲ左手ニシ右手ニハ、長サ約五寸直徑
約一寸許ノ竹筒ノ一端ニ布片ヲ張レルモノヲ持チ、之レヲ釉漿中ニ浸シテ布眼ニ釉漿ヲ含
マシメ適當ノ距離ニ於テ、器面ニ向ハシメ他端ニロヲ當テ、之レヲ吹キ器面ニ釉沫ノ斑紋
ヲ作リ。此操作ヲ連続施行シテ、遂ニ器面全部ニ及ボシ全面ニ釉ノ薄皮ヲ被ラシメ更ニ之
レヲ反覆シ、釉皮ヲシヲ數層重襲セシムルモノトス。然ル時ハ最初ノ一層ニテハ比較的釉
皮ニ厚薄アリトスルモ數回ノ後ハ、遂ニ相平均シテ始ンド均一スルニ至ルナリ抑モ善良ナ
ル。霧吹器ノ利用サル、今日此幼稚ナル方法ノ如キハ、固ヨリ採ルニ足ラズト。雖モ昔時
ニ在テハ一ノ良法タルヲ失セズ、彼等工人ノ習熟セル頗ル良果ヲ得ツ、アルヲ見ル29）。
とあり、吹釉は、吹掛法であり、主に大型の器物に使用される方法である。たとえば高さ五尺
の花瓶の場合、交釉の方法では充分に釉層を均一にすることができない。そこで一般的にこの
方法が使用される。この方法は釉漿が入っている碗を左手に置き、右手には長さ約五寸、直徑
27）	 同上、32頁。
28）	 同上、32頁。
29）	 同上、32－33頁。
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一寸ほどの竹筒の一端に布片を張り、これを持って釉漿の中に浸して布眼に釉漿を含ませ、適
當な距離を置いて器面に向かって他端の口をあて、これを器面に吹きかけ釉沫の斑紋をつくる。
この操作を連続して行い、器面全体に及び全面に釉の薄皮を覆う。さらにこれを反転して、釉
皮が数層になるようにする。その最初の一層は、比較的釉皮に厚い薄いが生じ、これを数回繰
り返すと平均したほぼ均一した状態になる。最近は便利な霧吹器が利用され、今日ではこのよ
うな幼稚な方法は行われていない。しかし以前はこの吹釉方法が良法であった。景徳鎮の工人
はこの吹釉方法を習熟しており、極めて高度な成果を得ていたと見ていた。
おわりに
　19世紀末以降の日本は、輸出産業の振興をはかる手段として競争相手国である中国の窯業す
なわち当時の清末における中国窯業に強い関心を持っていた。そのため中国の窯業事情を調べ
るために多くの日本人の調査員が派遣され、彼等による調査記録が残された。とりわけ明治40
年（1907）に清国に派遣された農商務省技師の北村弥一郎の『清国窯業調査視察報告書』（1908
年）には景徳鎮の窯業についての詳しい報告がされた。上述のように清末の景徳鎮の製造工程
の中の「施釉」を中心に、清代の陶磁資料と明治日本の北村弥一郎の『清国窯業調査報告書』
の調査記録を比較してみた。
　唐英の言う「蘸釉吹釉」が北村の報告書では「施釉」に該当する。北村弥一郎の調査では施
釉を五法に分類し、もっと詳細に説明している。景徳鎮の匠人は元々優れた技術を持っていた
ためか、当時の人々は施釉のことを日常的作業として行っていたことから、ほとんど記録して
いない。ところが北村は釉薬の成分及び施釉方法を全面的に記録した。藍浦の『景徳鎮陶録』
では磁器の製造工程の施釉について、図説の形式を用い、当時の景徳鎮の磁器製造の現場を再
現する図を利用し、図と文章を合わせて説明した。	
　しかし伝統工芸としての磁器製造業は、今でも昔とはあまり大きな変化がない、そのため、
藍浦と唐英の記録も「仿古瓷」の磁器製造として、現代においても伝統的な技法を捨てずに重
視されている。
　清代における景徳鎮の磁器製造工程に関する中国側の記録である陶英の18世紀初期の「陶冶
圖説」と、藍浦の19世紀初期の「景徳鎮陶録」に見られる施釉については、中国の工人にとっ
て当然のことであったか、詳しい施薬についての記録は少ないが、北村弥一郎の調査には、具
体的でどのように施釉がされていたかが上記したように知られるのである。
　上述のように清末時期の景徳鎮磁器の製造工程における重要な工程である「施釉」の工程が、
北村弥一郎の記録によって明らかにされたと言えるであろう。

